
発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷
　
甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番

山
梨
県
公
報
　
　
第
五
百
十
四
号
　
　
令
和
六
年
十
月
三
十
一
日

四
三
二

そ　

の　

他

山
梨
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
指
示
第
三
号

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
百
二
十
条
第
一
項
及
び
第
百
七
十
一
条
第
四

項
の
規
定
に
よ
り
、
水
産
動
植
物
の
繁
殖
保
護
を
図
る
た
め
、
次
の
と
お
り
指
示
す
る
。

令
和
六
年
十
月
三
十
一
日

山
梨
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会

会　

長　
　

宮　
　

崎　
　

淳　
　

一

一　

指
示
の
内
容　

山
梨
県
内
に
お
い
て
、
イ
ワ
ナ
、
ヤ
マ
メ
又
は
ア
マ
ゴ
（
卵
を
含
む
。
以
下
同

じ
。
）
を
放
流
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
山
梨
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
イ
ワ
ナ
、
ヤ
マ
メ
又
は
ア
マ
ゴ
に
つ
い
て
漁
業
権
免
許
を
受
け
て
い
る
者
が

当
該
漁
業
権
に
基
づ
い
て
放
流
す
る
場
合
、
捕
獲
し
た
イ
ワ
ナ
、
ヤ
マ
メ
又
は
ア
マ
ゴ
を
捕
獲
し
た

場
所
に
再
放
流
す
る
場
合
並
び
に
公
的
研
究
機
関
が
試
験
研
究
の
用
に
供
す
る
た
め
に
放
流
す
る
場

合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

二　

指
示
の
区
域　

山
梨
県
内
の
公
共
用
水
面

三　

指
示
の
期
間　

令
和
六
年
十
月
二
十
七
日
か
ら
令
和
八
年
十
月
二
十
六
日
ま
で

政
治
資
金
規
正
法
第
十
九
条
第
二
項
に
よ
る
届
出　

資
金
管
理
団
体
指
定
届

氏　
　

名

公
職
の
種
類

資
金
管
理
団
体
の
名
称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

代
表
者
氏
名

指
定
年
月
日

届
出
年
月
日

大

塚
　

愛

市
議
会
議
員

大
塚
愛
後
援
会　

ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
北
杜

北
杜
市
大
泉
町
西
井
出
八
二
四
〇

－

二
四
四
〇

大

塚
　

愛

令
和
六
年
九
月
九

日

令
和
六
年
九
月
九

日

名　
　

称

代
表
者
氏
名

会
計
責
任
者
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

解
散
年
月
日

届
出
年
月
日

藤
江
き
み
こ
後
援
会

藤
江
喜
美
子

藤

江

顕

英

都
留
市
夏
狩
一
九
七
六

令
和
六
年
八
月
三

十
一
日

令
和
六
年
九
月
十

一
日

シ
ン
・
フ
ジ
ヨ
シ
ダ
を
実
現
す
る
会

眞

田

裕

之

藤

本

隆

志

富
士
吉
田
市
新
西
原
四

－
四

－
四

令
和
六
年
九
月
三

日

令
和
六
年
九
月
二

十
五
日


